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The Japanese School in Perth 

Whistleblower Protection Policy 和訳 

Introduction 

このポリシーは、パース日本人学校の内部告発者を保護するための手順を概説する

もので、児童・生徒、保護者、職員、その他の人々が、現行法の下で可能な範囲

で、内密に、匿名で名乗り出ることを可能にし、被害者や不利益な行為を受けるこ

とがないようにするものである。 

 

What conduct should be reported 報告すべき行為とは 

学校コミュニティのメンバー（児童・生徒、保護者、スタッフ、理事会メンバー、

ボランティア、などその他学校に関わる人々は、以下の行為を含む不正行為を報告

する必要がある。 

• 不誠実な行為。 

• 倫理に反する行為。 

• 重大な不適切行為。 

• 安全でない労働慣行。 

• 窃盗、薬物使用または販売、暴力または脅迫、財産に対する犯罪的損害など

の違法行為。 

•  関連する法律、規制、条例に違反する行為。 

• その他、本校に損失を与える可能性のある行為、または本校に不利益をもた

らす行為。 

このポリシーは、本校の Complaints Policy および Child Protection Policy とは別のもの

である。児童保護に関する問題は、JSP Child Protection Policy（児童保護方針）の具

体的なガイドラインに従って報告する必要がある。当校は National Principles of Child 

Safe Organisations「子どもの安全を守る為の１０の原則」を実施し、「Child Safe 

Organisation」の枠組みを遵守している。この原則は Child Protection Policy にも取り

組まれている。 
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Reporting procedure 報告手続き 

上記のような行為を報告する場合、児童・生徒、保護者、職員、その他の学校関係

者、校長に連絡してください。校長が報告の対象である場合、JSP 運営理事会の理事

長に報告してください。 

報告は文書で記録されるべきである。報告は秘密厳守で安全に保管される。 報告を

行う者は、報告を行うことによって、個人的に不利益を被ったり、解雇、降格、あ

らゆる形態のハラスメント、差別、現在または将来の偏見を含むあらゆる形態の不

利益行為を受けたりしないことが保証される。 報告者は、法律で認められている範

囲内で、調査の進捗状況について知らされる。 

報告を行った後、個人的に不利益を受けたと考える者は、JSP 運営理事会に訴える権

利を有し、その決定は遵守される。 

学校は、通報者に名前と連絡先の電子メールアドレスを提供することを推奨する

が、匿名での開示も可能である。 この場合、報告された事柄を調査することが困難

になる可能性がある。 開示者が匿名で開示することを希望する場合、調査がスムー

スに進むために十分な情報を提供するように、お願いします。 

開示者は、質問をしたり情報を提供したりするために、匿名のメールアドレスを利

用することも可能である。 

Investigation procedures 調査流れ 

提出された報告は、校長、または校長が報告の対象である場合は JSP 運営理事会徹

底的に調査される。 

調査にあたっては、ベストプラクティスが適用される。調査は公正かつ独立したも

のであり、報告を行った者、および報告された行為の対象となった者から独立した

ものである。 

調査は、以下のステップを含む： 

1. 疑惑の全容を把握する。 

2. 疑惑の対象となる者に通知される。 

3. WA 警察などの外部機関の関与は、校長または理事会が適宜検討する。 

4. 疑惑は完全に調査される。 

5. 校長または理事会は、取るべき措置を決定する。 

6. 報告者は、調査の進捗状況について常に報告を受けなければならない。 
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校長または理事会が、申し立てが非常に深刻な性質のものであると判断した場合、

外部調査員が関与する。 

通報者の身元や身元につながる情報は、その問題の調査・解決に関与していない者

に公開されることはない。 

Abuse of the reporting process 報告プロセスの濫用 

秘密報告プロセスの下で行われるすべての報告は、誠実に行われなければならな

い。 秘密報告プロセスの濫用は許されない。濫用があった場合、懲戒処分が下され

ることがある。 

Monitoring and training モニタリングとトレーニング 

学校は、上記のような行為の報告、通報者の保護、および報告の調査を促す効果を

評価するために、このポリシーを定期的に監視および改定する。 

学校のスタッフ（運営理事会を含み）は、本ポリシーに記載されている手続きに関

する研修を受ける。 また、学校は本ポリシーの内容を学校のコミュニティに公開す

る。 

Related documents and resources 
JSP Staff Code of Conduct 
JSP Community of Conduct 
JSP Complaints Policy 
AISWA Governance Guidelines – Whistleblower-guideline-February 2020  
 
Related Legislation 
Corporations act 2001 
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